
２

第
一
項
の
遮
蔽
板
は
、
蓄
電
池
か
ら
水
平
方
向
及
び
鉛
直
方
向
に
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
し
て
設
置

す
る
こ
と
と
す
る
。

３

第
一
項
の
遮
蔽
板
は
、
堅
固
な
床
に
固
定
し
、
又
は
容
易
に
転
倒
及
び
移
動
し
な
い
た
め
の
措
置
を
講
じ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
蓄
電
池
設
備
の
基
準
）

（
蓄
電
池
設
備
の
基
準
）

第
六
十
八
条
の
二
の
三

規
則
第
二
十
八
条
の
六
十
の
四
第
二
項
及
び
第
五
項
第
四
号
、
第
三
十
五
条
の
四
第
三

項
、
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ
並
び
に
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
第
二
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
日
本

産
業
規
格
Ｃ
八
七
一
五

二
「
産
業
用
リ
チ
ウ
ム
二
次
電
池
の
単
電
池
及
び
電
池
シ
ス
テ
ム

第
二
部
：
安
全

性
要
求
事
項
」
若
し
く
は
日
本
産
業
規
格
Ｃ
四
四
四
一
「
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム

電
力
シ
ス
テ
ム

に
接
続
さ
れ
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
安
全
要
求
事
項

電
気
化
学
的
シ
ス
テ
ム
」
に
適
合
す
る

も
の
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
出
火
若
し
く
は
類
焼
に
対
す
る
安
全
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す

る
。

第
六
十
八
条
の
二
の
二

規
則
第
二
十
八
条
の
六
十
の
四
第
二
項
及
び
規
則
第
二
十
八
条
の
六
十
の
四
第
五
項
第

四
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｃ
八
七
一
五

二
「
産
業
用
リ
チ
ウ
ム
二
次
電
池
の
単
電
池

及
び
電
池
シ
ス
テ
ム

第
二
部
：
安
全
性
要
求
事
項
」
若
し
く
は
日
本
産
業
規
格
Ｃ
四
四
四
一
「
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム

電
力
シ
ス
テ
ム
に
接
続
さ
れ
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
安
全
要
求
事
項

電
気
化
学
的
シ
ス
テ
ム
」
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
出
火
若
し
く
は
類
焼
に
対
す
る
安
全

性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
水
源
の
特
例
）

第
六
十
八
条
の
二
の
四

規
則
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
第
二
号
ハ
及
び
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
第
二
号
イ

の
告
示
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

一

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
送
水
口
は
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
容
易
に
接
近
で
き
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。

二

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
送
水
口
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
距
離
に
消
防
用
水
、
消
火
栓
又
は
消
防
法
施

行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
三
十
四
条
の
二
の
指
定
消
防
水
利
が
存
し
、
当
該
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
が
放
射
能
力
範
囲
（
開
放
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
放
射

区
域
）
を
三
十
分
間
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
量
以
上
の
量
の
水
源
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

（
蓄
電
池
設
備
を
収
納
す
る
鋼
製
の
棚
の
基
準
）

第
六
十
八
条
の
二
の
五

規
則
第
三
十
五
条
の
四
第
三
項
の
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
鋼
製
の
棚
は
、
高

さ
二
・
四
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

﹇
新
設
﹈

一

棚
に
設
け
る
蓄
電
池
の
容
量
が
百
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該
蓄
電
池
を
百
二
十
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
以
下
ご
と
に
鋼
製
の
板
で
仕
切
る
こ
と
。

二

棚
は
、
幅
二
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
ご
と
に
、
厚
さ
〇
・
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鋼
板
又
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
耐
火
性
能
を
有
す
る
材
料
で
遮
蔽
す
る
こ
と
。

三

棚
の
周
囲
に
は
、
前
号
に
よ
り
遮
蔽
す
る
場
合
又
は
蓄
電
池
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
設

備
（
不
燃
材
料
又
は
難
燃
処
理
を
施
し
た
材
料
で
造
つ
た
も
の
に
限
る
。）を
設
け
る
場
合
を
除
き
、
一
・
二

メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
の
空
地
を
保
有
す
る
こ
と
。

（
容
器
の
特
例
）

（
容
器
の
特
例
）

第
六
十
八
条
の
二
の
六

﹇
略
﹈

第
六
十
八
条
の
二
の
三

﹇
同
上
﹈

（
容
器
に
収
納
し
な
い
こ
と
等
が
で
き
る
蓄
電
池
を
貯
蔵
す
る
箱
の
基
準
）

第
六
十
八
条
の
二
の
七

規
則
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
ニ
の
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
箱
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

一

箱
は
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

箱
の
材
料
は
次
に
定
め
る
耐
火
試
験
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

耐
火
試
験
は
、
第
一
試
験
及
び
第
二
試
験
に
よ
り
行
う
こ
と
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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